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i宗務総長、税制改正で自民党と会談i
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和
合
僧
の
心
を
世
界
に

全
日
本
仏
教
会
会
長
藤
井
實
磨

藤井会長

　
新
し
い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
全
日
仏
の

増
々
盛
隆
を
願
う
と
共
に
各
位
の
一
層
御
活
躍

を
喜
ば
し
く
存
じ
ま
す
。

　
十
年
ひ
と
む
か
し
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

十
年
を
一
つ
の
区
切
と
考
え
る
な
ら
、
本
六
十

年
は
区
切
の
年
と
い
え
ま
す
。

　
三
十
年
代
、
四
十
年
代
、
五
十
年
代
と
そ
れ

そ
れ
を
位
置
づ
け
た
も
の
に
世
界
情
勢
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
十
年
も
そ
れ
に
無
関
係

と
は
い
え
ま
せ
ん
。
私
た
ち
宗
教
家
も
社
会
情

勢
、
世
界
情
勢
に
沿
う
た
対
応
を
迫
ら
れ
、
そ

れ
に
答
え
う
る
も
の
が
必
要
と
な
り
ま
し
ょ
う
。

迫
り
く
る
諸
情
勢
の
中
、
来
る
六
十
年
代
を
導

く
も
の
は
釈
迦
の
金
言
で
あ
る
仏
教
こ
そ
が
そ

れ
で
あ
る
と
の
信
念
の
も
と
に
全
仏
教
徒
が
手

を
た
ず
さ
え
て
進
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
内
外
の
諸
問
題
は
い
よ
い

よ
重
大
さ
を
増
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
こ
そ
篤
く
唯
仏
是
真
と
い
た
だ

く
の
が
道
で
あ
る
と
知
ら
さ
れ
る
の
で
あ
り
ま

す
。
自
信
教
単
信
の
も
と
和
合
僧
の
心
を
世
界

に
示
し
六
十
年
代
に
備
え
た
い
の
で
あ
り
ま
す
。

新
し
い

土
寸
ざ
こ

　
　
　
一
π
ー
長

野

向
け
て

全
日
本
仏
教
会
理
事
長
阿
部
慶
昭

阿部理事長

　
謹
ん
で
新
年
を
慶
賀
申
し
上
げ
ま
す
。
皆
様

方
の
か
わ
ら
ぬ
ご
健
勝
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　
全
日
本
仏
教
会
は
設
立
以
来
、
三
十
年
余
を

経
、
そ
の
社
会
的
役
割
り
に
対
す
る
要
望
は
、

各
方
面
か
ら
年
を
追
う
ご
と
に
高
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
本
年
も
、
税
務
を
中
心
と
し
た
時
局
対

策
、
同
和
推
進
、
さ
ら
に
国
際
交
流
等
、
積
極

的
に
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま

す
。　
と
こ
ろ
で
い
か
な
る
組
織
・
機
構
も
、
発
足

以
後
長
い
時
間
を
経
過
い
た
し
ま
す
と
、
時
代

の
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
く
な
る
面
が
出
て
く
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
全
日
本
仏
教
会
に

お
き
ま
し
て
も
、
そ
の
目
的
、
事
業
、
構
成
等

を
時
代
の
要
請
に
そ
っ
て
、
も
う
一
度
見
直
し

て
は
ど
う
か
と
い
う
ご
意
見
が
、
様
々
な
機
会

に
表
明
さ
れ
る
に
致
っ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
大
変
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
関
係
各

位
と
充
分
な
る
協
議
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

今
日
ま
で
の
本
会
の
良
き
伝
統
を
尊
重
し
つ
つ

も
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
蒔
代
を
開
く
た
め
に

は
、
避
け
て
通
れ
ぬ
課
題
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
年
頭
に
当
た
り
、
思
い
の
一
端
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
本
年
も
加
盟
団
体
の
皆
様
方
と
共

に
、
全
一
仏
教
運
動
の
推
進
に
務
め
て
い
く
所

存
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

謹
賀
新
年

財
団
法
人
全
日
本
仏
教
会

会
　
　
長

副
会
長

理
事
長

常
務
理
事

山若貝遠山高有鱒吉阿清
　　　　　　　　　部
本山山藤川瀬馬淵田野田
　運宣日祐法清正俊龍寂

杉法泰護藻雄雄浩誉正円
阿中小林木村守勝梅藤

辺瀬山又田井部村西

亮宣玄良俊信實日慶

昭元静海慈妙順教隆

中鈴江岩永野古豊武高森

山木連崎井口賀原田野田

冨龍俊宗孝浩制大商一禅

士珠則秀道堂二潤彦能朗

一2一

　一，　　●■　　隔－惇τ’ぎ　　一F　　　・　　7r　L－一ぐPf

一「翫蕊叫

、
9
　
渚

【脚」－



一
7
　
「

㌍
一
．

昭和60年1月1日
全　　　　　仏
第3種郵便物認可

嘉
、
’

野 謬

課
税
強
化
の
阻
止
に
ご
支
援
を

税
務
委
員
会
委
員
長
　
細
　
川
　
祐
　
＋
保

細川委員長

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
・
7
存
じ
ま
す
。

　
す
で
に
皆
様
ご
承
知
の
よ
う
に
、
昨
年
か
ら
、

公
益
法
人
へ
の
課
税
強
化
が
い
よ
い
よ
そ
の
傾

向
を
増
し
て
参
り
ま
し
た
。
特
に
昭
和
六
十
年

度
は
、
政
府
の
税
制
調
査
会
に
お
い
て
、
本
格

的
に
検
討
さ
れ
直
す
こ
と
が
、
確
実
視
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
「
公
益
法
人
の
利
子
配
当
な

ど
の
金
融
収
益
に
全
面
的
に
課
税
す
る
」
「
収

益
事
業
に
対
す
る
法
人
税
の
軽
減
税
率
を
引
き

上
げ
る
」
「
収
益
事
業
の
範
囲
を
拡
大
す
る
」

の
三
点
を
中
心
に
課
税
強
化
が
す
す
め
ら
れ
る

こ
と
は
、
ほ
ぼ
現
実
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
は
私
た
ち
宗
教

法
人
の
立
場
か
ら
は
と
う
て
い
受
け
入
れ
ら
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
日
本
仏
教
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
に
も
「
宗
教
法
人
が
営
む
収
益

事
業
は
本
来
、
営
利
を
目
的
と
し
た
も
の
で
は

な
く
、
宗
教
法
人
の
活
動
を
円
滑
な
ら
し
め
る

た
め
の
事
業
で
あ
る
」
と
い
う
基
本
的
立
場
を

つ
ら
ぬ
き
、
再
三
再
四
、
政
府
諸
機
関
と
の
接

渉
を
重
ね
、
そ
の
都
度
緊
密
な
関
係
を
保
ち
な

が
ら
、
宗
教
法
人
へ
の
課
税
強
化
阻
止
を
つ
よ

く
要
望
し
つ
づ
け
て
来
ま
し
た
。
今
後
も
、
全

日
本
仏
教
会
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
身
を
挺
し

て
問
題
解
決
に
当
っ
て
い
く
覚
悟
で
お
り
ま
す

の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
支
援
を
お
願
い

す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

飛
躍
へ
の
新
し
い
年
と
念
じ
て

同
和
委
員
会
委
員
長
　
鷲
　
山
　
諦
　
住

「．

n
．へ諺

鷲山委員畏

　
推
挙
を
頂
い
て
早
三
年
が
経
過
致
し
ま
し
た
。

こ
の
間
五
十
回
に
及
ぶ
委
員
会
、
ま
た
研
修
会

（
六
回
）
、
全
日
仏
大
会
の
人
権
部
門
会
等
を

体
験
し
乍
ら
常
に
要
請
を
重
ね
て
参
り
ま
し
た

事
は
、
全
仏
組
織
加
盟
教
団
、
都
道
府
県
仏
、

そ
の
他
組
織
の
強
力
な
連
帯
と
憲
章
に
示
さ
れ

た
「
仏
」
「
法
」
「
僧
」
へ
の
偽
り
な
き
参
画
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
願
望
も
「
教
団
エ

ゴ
」
の
厚
い
壁
に
遮
ら
れ
「
和
合
」
の
事
態
に

は
、
随
分
の
距
離
が
感
ぜ
ら
れ
ま
す
。
か
か
る

中
で
、
こ
の
ハ
ン
デ
ィ
を
超
え
た
事
務
局
の
御

努
力
な
り
各
種
委
員
会
の
御
活
動
を
垣
間
見
て
、

そ
の
真
摯
な
姿
勢
に
深
く
敬
意
を
表
す
る
事
で

あ
り
ま
す
。
同
和
委
員
会
も
、
そ
の
メ
ン
バ
ー

は
少
数
な
が
ら
夫
々
教
団
の
殻
を
破
り
、
ま
た

壁
を
超
え
て
、
問
題
を
自
ら
の
も
の
と
受
け
と

め
て
鋭
意
、
開
か
れ
た
場
で
研
鎭
さ
れ
て
い
る

事
も
嬉
し
い
事
で
あ
り
ま
す
。
願
わ
く
ば
卜
師

の
熱
情
で
あ
る
「
平
和
」
「
人
権
（
い
の
ち
）
」

の
問
題
が
、
加
盟
教
団
の
単
な
る
社
会
対
策
、

対
応
に
止
ま
る
事
な
く
「
教
学
」
の
根
底
に
据

え
て
「
社
会
的
」
意
義
を
も
つ
仏
教
と
し
て
「
社

会
的
」
存
在
の
仏
教
徒
と
し
て
「
仏
教
」
の
も

つ
「
悉
有
仏
性
」
の
平
等
理
念
を
日
本
の
隅
々

ま
で
訴
え
る
行
動
こ
そ
、
よ
り
強
力
な
教
団
に

甦
る
も
の
と
信
じ
ま
す
ゆ
「
戦
時
教
学
か
ら
の
脱

却
」
「
伝
道
教
化
体
制
の
見
直
し
」
「
人
材
育
成
」

へ
の
飛
躍
的
新
年
で
あ
り
ま
す
事
を
念
じ
て
年

頭
の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

理

事

　面隠奥宇望塚来塩浅安石能
　　　　佐
融瀬中田美月田馬入野藤井邨
皿
　源徳行諦光賢規亮秀正玄工

事慶湿熱練照照雄達慶晃妙士

橋
　
爪
　
良
　
恒

橋
　
本
　
玄
　
進

事
務
総
局

小倉難読橘土板加渡松片長
　　　　　　　　　　　谷
西持田飼　持垣藤辺尾山川

藻良恵泉感良隆海宗全宥霊

静海範道月栄寛晃岸弘雄信

白
　
川
　
謙
　
敬

4

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一
四

〒
鵬
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五

事
務
総
長

事
務
次
長

総
務
局
長

組
織
局
長

国
際
文
化
局
長

　
　
他

関
西
事
務
局

職井中野川矢

員上村田井萩

一日昌英匡信

同宏之隆俊顕

　
京
都
市
下
京
区
鳥
丸
通
七
条
上
ル

　
常
葉
町

　
　
　
真
宗
大
谷
派
宗
務
所
内

事
務
総
長
　

能
邨
英
士

　
　
他
　
　
　
　
職
　
員
　
一
　
同
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税制改正で
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日
宗
連

自民党本部の会談と加藤税調会長

　
　
　
　
　
　
　
レ

　
五
十
九
年
の
仏
教
界
に
対
す
る
税
務
攻
勢
は
ま

こ
と
に
厳
し
い
も
の
で
あ
っ
た
。
例
年
論
議
さ

れ
る
①
公
益
法
人
が
営
む
収
益
事
業
の
範
囲
の

拡
大
、
②
公
益
法
人
が
営
む
収
益
事
業
に
対
す

る
法
人
税
率
の
引
き
上
げ
、
③
宗
教
法
人
の
有

す
る
金
融
資
産
よ
り
生
ず
る
利
子
に
対
す
る
課

税
の
検
討
、
の
三
点
に
つ
い
て
増
税
並
び
に
新
税

の
設
定
が
確
実
で
あ
る
旨
が
伝
え
ら
れ
た
か
ら

で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
日
本
宗
教
連
盟
（
庭
野
日
敬
・

理
事
長
）
は
、
か
ね
て
大
蔵
大
臣
に
見
解
書

十
宗
派
の
宗
務
総
長
出
席

を
提
出
し
反
対
の
意
志
表
示
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
日
宗
連
加
盟
の
各
団
体
（
全
日
本
仏
教
会
、

教
派
神
道
連
合
会
、
神
社
本
庁
、
日
本
キ
リ
ス

ト
教
連
合
会
、
新
日
本
宗
教
団
体
連
合
会
）
も

各
々
課
税
反
対
の
運
動
を
行
っ
て
き
た
。

　
十
二
月
に
入
っ
て
自
由
民
主
党
税
制
調
査
会

が
開
催
さ
れ
、
特
に
利
子
に
対
す
る
課
税
の
問

題
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
、
三
日
、
全
仏
で

は
急
拠
百
三
十
数
名
の
国
会
議
貝
を
訪
問
し
て

反
対
声
明
を
伝
え
た
。
こ
う
し
た
情
勢
を
背
景

に
し
て
七
日
、
午
前
八
時
半
よ
り
自
民
党
本
部

に
お
い
て
日
宗
連
と
自
民
党
文
教
部
会
と
の
会

談
が
、
加
藤
六
月
・
税
制
調
査
会
会
長
が
出
席

し
て
開
会
さ
れ
た
。
全
仏
か
ら
は
次
の
諸
師
が

出
席
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

阿
部
慶
昭

永
井
孝
道

豊
原
大
潤

上
野
諦

武
田
育
彦

遠
藤
日
護

北
川
智
城

土
方
清
弘

清
田
寂
円

小
峰
一
允

吉
田
俊
誉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
細
川
祐
藻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曹
洞
宗
財
政
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
土
田
正
道

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
土
真
宗
本
願
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
派
財
務
部
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
仏
事
務
局
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
は
野
田
英
隆
・

総
務
局
長
他
四
名
が
出
席
し
た
。

　
席
上
ま
ず
阿
部
理
事
長
が
、
日
宗
連
の
見
解

書
に
則
っ
て
三
項
目
に
わ
た
り
反
対
の
立
場
の

　
　
　
　
看

表
明
並
び
に
善
処
方
の
要
望
を
行
っ
た
。
更
に

他
の
団
体
の
代
表
も
そ
れ
ぞ
れ
反
対
の
意
志
を

明
ら
か
に
し
た
。

　
こ
れ
に
対
し
加
藤
六
月
会
長
は
、
宗
教
界
の

立
場
の
趣
意
を
理
解
す
る
旨
の
発
言
を
行
っ
た
。

　
会
談
終
了
後
、
全
仏
で
は
会
場
を
東
京
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
に
移
し
宗
派
代
表
者
の
懇
談
会
を

開
催
し
た
。
今
後
は
政
治
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
の
意
見
で
一
致
し

た
。

全
仏
理
事
長

曹
洞
宗
宗
務
総
長

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
長

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
代
理

浄
土
宗
宗
務
総
長

日
蓮
宗
宗
務
総
長

高
野
山
真
言
宗
宗
務
総
長
代
理

臨
済
宗
妙
心
寺
派
宗
務
総
長
代

理天
台
宗
宗
務
総
長

真
言
宗
智
山
派
宗
務
総
長
代
理

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
総
長

千葉で宗教法人セミナー

　　全仏の後援：で開く

　
千
葉
県
仏
教
会
（
土
持
良
栄
・
理
事
長
）
は
、

去
る
十
二
月
七
日
、
千
葉
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

お
い
て
「
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
ー
1
課
税
強
化

へ
対
処
す
る
た
め
に
i
」
を
開
催
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
中
村
昌
之
・
全
仏
組
織
局

長
と
土
持
理
事
長
が
挨
拶
を
し
た
の
ち
、
小
山

時
局
対
策
部
長
が
資
料
に
も
と
つ
い
て
「
全
日

本
仏
教
会
の
宗
教
法
人
課
税
へ
の
対
処
の
現
状
」

の
説
明
を
行
っ
た
。

　
次
に
、
長
谷
川
正
浩
・
全
仏
顧
問
弁
護
士
に

●
｛
」
■
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
1
■

よ
る
「
い
ま
実
際
に
起
っ
て
い
る
寺
院
税
務
の

諸
問
題
に
つ
い
て
」
が
講
演
さ
れ
、
税
務
調
査

を
受
け
た
場
合
の
心
構
え
と
、
一
方
、
税
務
調

査
を
行
う
税
務
職
員
の
心
得
を
説
明
し
た
。
い

く
つ
か
実
例
を
あ
げ
て
、
寺
院
収
入
と
個
人
収

入
の
帳
簿
を
つ
け
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。
ま

た
、
中
村
義
英
・
全
仏
税
務
委
員
に
よ
る
「
課

税
強
化
へ
対
処
す
る
た
め
に
」
で
は
、
宗
教
法

人
の
会
計
書
類
、
住
職
寺
族
へ
の
給
与
、
収
益

事
業
の
範
囲
な
ど
の
基
本
的
な
こ
と
が
説
明
さ

れ
た
。

　
さ
ら
に
、
後
援
の
山
一
謹
券
株
式
会
社
の
高

木
正
博
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
室
部
長
か
ら
「
宗

教
法
人
の
税
務
面
か
ら
み
た
資
産
運
用
に
つ
い

て
」
と
い
う
講
演
が
あ
り
、
宗
教
活
動
に
お
け

る
寺
院
の
財
的
基
盤
の
強
化
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
　
な
お
参
加
者
は
百
五
十
名
を
こ
え
、
各
種
の

税
務
問
題
に
関
す
る
質
疑
応
答
も
活
発
に
行
わ

れ
て
い
た
。
引
き
続
き
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
東

京
、
埼
玉
、
大
阪
、
滋
賀
で
開
催
す
る
予
定
で

あ
る
つ
　
（
写
真
は
千
葉
の
会
場
）

一4一

亡
（
・
　
」

≠
－
』
」

　」，　．’鴇一÷ーヤ隔，・鷲ミ野；

　
几　　　一イ　　；壱殿一

｛　　　　　　一

4雅揃幅一側



昭和60年1月1日
全　　　　仏
第3種郵便物認可

＝
一

＝
凹

札幌など3か所で

轟
世界人権宣言の札幌集会

　
国
連
で
は
毎

年
＋
二
月
四
日

か
ら
＋
日
ま
で

を
人
権
週
間
と

し
て
い
る
が
、

本
年
は
世
界
人

権
宣
言
中
央
実

行
委
員
会
、
世

界
人
権
宣
言
北

海
道
実
行
委
員

会
、
世
界
人
権

宣
言
大
阪
連
絡

会
議
ら
が
主
催

し
て
、
「
女
性

差
別
撤
廃
条
約
」

並
び
に
「
人
種

差
別
撤
廃
条
約
」

の
早
期
批
准
を

求
め
る
集
会
が
、

東京集会の

永井総長

五
日
・
札
幌
、
七
日
・
東
京
、
十
日
・
大
阪
で

開
催
さ
れ
た
。
四
仏
か
ら
札
幌
・
東
京
集
会
に
、

杜
多
組
織
部
長
、
塚
田
組
織
主
事
ら
が
出
席
し

た
。　
上
杉
佐
一
郎
・
世
界
人
権
宣
言
中
央
実
行
委

員
会
副
委
員
長
が
基
調
報
告
を
行
い
、
国
連
ゲ

ス
ト
と
し
て
、
ロ
ザ
リ
オ
・
G
・
マ
ナ
ロ
ー
女

史
が
「
国
連
婦
人
の
十
年
と
女
性
差
別
撤
廃
条

　
　
　
ぐ
菖
i
葦
』
「
毒
－
」
■
葦
●
藝
」
署
4

約
－
女
性
の
地
位
向
上
を
め
ざ
し
て
L
並
び
に

ホ
セ
・
ト
・
ゴ
メ
ス
デ
ル
プ
ラ
ド
氏
が
「
人
種

差
別
撤
廃
条
約
の
役
割
と
目
的
」
と
題
し
講
演

し
た
。

　
東
京
集
会
に
は
、
主
催
者
と
し
て
磯
村
英
一
．

中
央
実
行
委
員
長
の
挨
拶
が
あ
り
、
国
連
ゲ

ス
ト
の
講
演
が
あ
っ
た
の
ち
、
永
井
孝
道
・
曹

洞
宗
宗
務
総
長
が
「
宗
教
者
と
し
て
の
取
り
組

み
」
と
題
し
て
基
調
報
告
を
行
い
、
W
C
R
P

m
に
お
け
る
「
町
田
差
別
発
言
」
に
対
す
る
曹

洞
宗
の
基
本
的
見
解
並
び
に
曹
洞
宗
と
し
て
の

そ
の
後
の
取
り
組
み
を
報
告
し
た
。

　
札
幌
集
会
は
約
千
名
、
東
京
集
会
に
は
約
二

千
名
の
出
席
が
あ
り
、
各
宗
、
各
種
団
体
の
真

摯
な
姿
勢
が
み
ら
れ
た
。

一
ξ
」
■
繧
1
¶
璽
」
■
毒
1
「
…
」
遷
」
「
ξ
「
弓
噸
」
一
2
引
■
璽

同
宗
連
の
第
七
回
同
和
研
修
会

纒
．
轡
，

京
都
萬
福
寺
で
開
か
れ
た
研
修
会

百
二
十
余
名
が
出
席

　
同
宗
連
に
よ
る
第
七
回
同
和
研
修
会
が
、
去

る
十
一
月
二
十
九
、
三
十
の
両
日
、
京
都
府
宇

治
の
黄
漿
宗
萬
福
寺
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

仏
教
、
神
道
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
百
二
十
町
名

の
出
席
が
あ
っ
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
同
宗
連
花
邑
晃
慧
議
長
か

ら
挨
拶
、
次
い
で
黄
門
宗
宗
務
総
長
の
盛
井
了

道
師
か
ら
研
修
会
歓
迎
の
挨
拶
の
の
ち
、
上
杉

佐
一
郎
・
部
落
解
放
同
盟
中
央
本
部
委
員
長
の

「
第
四
回
世
界
宗
教
者
平
和
会
議
に
出
席
し
て
」

と
題
す
る
報
告
会
が
行
わ
れ
た
。

　
ま
ず
、
世
界
の
人
権
問
題
に
対
す
る
日
本
政

府
の
対
応
を
と
り
あ
げ
、
単
に
物
的
援
助
し
か

し
て
い
な
い
現
状
を
指
摘
し
、
本
質
的
に
は
金

は
出
す
が
心
を
か
え
な
い
と
い
う
点
で
同
和
対

策
と
同
じ
で
あ
る
と
批
判
し
た
。

　
ま
た
、
W
C
R
P
W
に
お
け
る
懸
仏
の
『
反

省
と
決
意
』
の
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
、
日
本
の

宗
教
教
団
が
町
田
発
言
に
対
し
て
反
省
し
、
世

界
六
十
ヵ
国
の
前
で
日
本
の
宗
教
教
団
は
教
祖

の
精
神
に
た
ち
も
ど
る
と
約
束
し
た
こ
と
が
、

歴
史
的
に
大
き
な
こ
と
で
あ
る
と
評
価
し
、
こ

の
約
束
が
世
界
の
宗
教
者
に
大
き
な
感
銘
と
刺

激
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
と
述
べ
た
。

　
次
い
で
、
沖
浦
和
光
・
桃
山
学
院
大
学
学
長

の
「
”
浄
”
と
”
機
”
に
つ
い
て
」
と
い
う
題
の

講
義
に
入
っ
た
。

　
三
時
間
に
も
及
ぶ
講
義
は
、
部
落
差
別
の
根

底
に
あ
る
浄
椴
観
念
に
つ
い
て
文
化
人
類
学
的

視
点
か
ら
考
察
を
進
め
て
い
っ
た
が
、
そ
の
中

で
先
生
は
、
価
値
観
を
決
定
す
る
二
項
対
立
（
例

え
ば
、
昼
と
夜
、
明
と
暗
な
ど
）
に
よ
っ
て
い

つ
の
時
代
で
も
〈
聖
な
る
も
の
〉
を
握
っ
た
権

力
者
は
、
罷
れ
と
い
う
も
の
を
差
別
す
る
た
め

に
、
浄
と
稜
に
し
る
し
（
例
え
ば
、
服
装
、
髪

型
、
職
業
、
居
住
な
ど
）
を
つ
け
て
支
配
体
系

を
つ
く
っ
た
の
で
あ
り
、
浄
稜
観
と
は
権
力
者

が
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が

差
別
に
利
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

　
こ
う
し
た
文
化
風
俗
的
問
題
は
、
こ
の
あ
と

の
分
散
会
、
翌
日
の
全
体
討
議
で
も
中
心
的
に

と
り
あ
げ
ら
れ
、
全
体
討
議
司
会
の
蓮
池
瑞
図

師
か
ら
「
制
度
化
さ
れ
た
宗
教
の
中
で
の
浄
穣

観
の
見
直
し
を
」
と
い
う
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。

最
後
に
、
副
議
長
教
団
の
天
理
教
を
代
表
し
て

小
松
松
太
郎
師
が
閉
会
の
辞
を
述
べ
、
二
日
間

に
わ
た
っ
た
研
修
会
を
終
了
し
た
。
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長
谷
）
全
ム
顧
問
弁
護
士
一
聞
く

務難

ロ
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コ

…
　
去
年
の
秋
頃
か
ら
、
に
わ
か
に
公
益
法
人
へ
の
課
税
強
化
と
い
…

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
う
こ
と
が
い
わ
れ
出
し
、
そ
れ
と
呼
応
す
る
よ
う
に
税
務
署
の
宗
…

ほ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

…
教
法
人
へ
の
立
ち
入
り
調
査
も
各
地
で
め
だ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
…

ド
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マ

…
そ
こ
で
そ
れ
ら
の
情
況
を
ふ
ま
え
て
、
税
務
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

…
長
谷
川
正
浩
・
全
仏
顧
問
弁
護
士
に
、
小
山
時
局
対
策
部
長
が
イ
…
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ロ

…
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
（
文
責
・
文
化
部
）
　
…
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層

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「

新
春
イ
ン

タ
ビ
ュ

1
は
じ
め
に
、
先
生
は
税
務
調
査
に
立
ち

会
っ
て
い
ろ
い
ろ
ご
経
験
さ
れ
た
と
思
い
ま

す
が
、
そ
こ
で
気
づ
か
れ
た
こ
と
が
あ
れ
ば

　
　
　
O

　
弁
護
士
な
り
税
理
士
が
税
務
調
査
に
立
ち
会

う
こ
と
は
実
際
は
少
な
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す

が
、
私
の
経
験
か
ら
い
え
ば
、
宗
教
法
人
の
経

理
と
住
職
個
人
の
経
理
が
判
然
と
し
て
い
な
い

と
こ
ろ
が
ら
く
る
税
務
署
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
非

常
に
目
立
ち
ま
す
ね
。

　
そ
れ
と
去
年
の
五
月
頃
で
し
た
か
、
あ
れ
は

国
税
局
の
世
論
操
作
の
た
め
だ
と
思
い
ま
す
が
、

非
常
に
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
見
出
し
で
お
寺

は
脱
税
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
趣
旨
の
記
事

が
殊
さ
ら
に
載
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
中
に

は
意
図
的
な
脱
税
行
為
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
ま

せ
ん
が
、
大
半
は
、
経
理
が
ず
さ
ん
で
あ
っ
た

た
め
に
い
ら
ざ
る
疑
惑
を
抱
か
せ
た
と
い
う
の

が
実
態
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　
1
経
理
が
粗
雑
で
公
私
の
区
別
が
つ
い
て

　
い
な
い
こ
と
が
多
い
と
の
こ
と
で
す
が
、
公

　
私
混
同
に
つ
い
て
、
う
っ
か
り
見
落
し
て
し

　
ま
う
よ
う
な
格
好
な
実
例
が
あ
り
ま
し
た
ら

顧問弁護士の長谷川先生

　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
三
お
話
し
し
て
下
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
典
型
的
な
も
の
と
し
て
は
、

　
　
　
　
　
　
　
預
貯
金
の
名
義
を
宗
教
法
人

　
　
　
　
　
　
　
に
し
な
い
で
住
職
や
寺
詣
の

　
　
　
　
　
　
　
個
人
名
に
し
、
し
か
も
マ
ル

　
　
　
　
　
　
　
優
の
適
用
を
う
け
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
三
百
万
以
下
の
定
期
預
金
に

し
て
幾
つ
か
に
分
け
て
い
た
た
め
に
、
こ
れ
が

給
与
と
し
て
住
職
個
人
に
支
払
わ
れ
た
と
い
う

認
定
を
さ
れ
か
け
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

れ
な
ど
は
初
歩
的
は
勘
違
い
で
、
最
初
か
ら
宗

教
法
人
名
義
に
し
て
お
け
ば
源
泉
所
得
税
は
全

く
か
か
ら
な
い
わ
け
で
す
。

　
反
対
に
，
個
人
で
取
得
し
た
も
の
を
宗
教
法

人
名
義
に
し
て
お
い
た
と
い
う
の
も
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
そ
の
金
額
を
す
べ
て
お
寺
に
寄
付

し
た
か
ど
う
か
が
問
題
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
帳
簿
上
は
づ
き

り
さ
せ
れ
ば
、
調
査
を
う
け
て
か
ら
で
も
本
当

の
名
義
に
直
し
て
税
務
署
に
認
め
さ
せ
る
こ
と

は
で
き
ま
す
。

　
次
に
小
さ
な
お
寺
に
よ
く
あ
る
こ
と
で
す
が
、

月
ま
い
り
は
副
住
職
の
個
人
的
収
入
に
な
る
と

か
、
お
舞
銭
は
寺
庭
婦
人
の
自
由
に
使
っ
て
い

い
収
入
と
い
う
よ
う
な
慣
習
が
あ
っ
て
、
帳
簿

に
記
載
し
な
い
で
い
る
場
合
が
結
構
あ
る
ん
で

す
。
こ
れ
ら
は
一
旦
宗
教
法
人
の
収
入
に
し
て
、

そ
こ
か
ら
給
与
と
し
て
支
払
う
と
い
う
よ
う
に

し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
た
と
え
ば
御
遠
忌
を
行
っ
た
り

本
堂
の
改
築
を
し
た
り
す
る
よ
う
な
と
き
に
、

住
職
が
住
職
名
で
そ
の
事
業
に
寄
附
を
す
る
と

い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
ね
。
し
か
し
そ
の
金
額

一6一
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を
実
際
は
全
額
宗
教
法
人
か
ら
捻
出
し
て
い
る

場
合
が
あ
る
ん
で
す
。
税
務
署
は
、
宗
教
法
人

・
か
ら
住
職
に
お
金
が
い
っ
て
、
そ
の
収
入
か
ら

宗
教
法
人
に
寄
附
し
た
と
い
う
扱
い
を
し
ま
す

か
ら
、
こ
れ
は
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
か
な
い
と

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　
も
う
一
つ
、
あ
る
大
き
な
お
寺
で
温
泉
場
つ

き
の
研
修
道
場
を
買
っ
た
の
で
す
が
、
税
務
署

か
ら
こ
れ
は
住
職
個
人
の
別
荘
じ
ゃ
な
い
か
と

い
わ
れ
て
問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

研
修
道
場
な
ら
す
ぐ
に
研
修
を
は
じ
め
る
と
か
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
機
能
を
発
揮
さ
せ
な
い
と
い

け
な
い
ん
で
す
。

最
低
、
こ
れ
だ
け
は
守

っ
て
お
き
た
い
こ
と

1
昨
年
の
全
仏
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
宗
教

法
人
の
収
支
に
関
す
る
帳
簿
を
つ
け
て
い
る

　
か
と
の
質
問
に
、
八
十
代
の
住
職
で
し
た
か
、

　
そ
の
よ
う
な
複
雑
で
面
倒
な
こ
と
は
と
て
も

　
で
き
な
い
と
い
う
よ
う
な
答
え
を
し
て
い
る

　
人
が
い
ま
し
た
。
も
っ
と
も
だ
と
い
え
な
い

　
現
状
で
、
そ
の
よ
う
な
ご
住
職
方
に
こ
れ
だ

　
け
は
守
っ
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
こ
と
が
あ

　
り
ま
し
た
ら
お
教
え
下
さ
い
。

　
要
は
お
寺
の
収
入
と
住
職
個
人
の
収
入
と
は

別
の
も
の
だ
と
い
う
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ

く
こ
と
で
す
。
も
っ
と
も
お
寺
の
年
間
収
入
が

三
百
万
と
か
四
百
万
と
か
と
い
っ
た
一
般
の
個

人
収
入
と
そ
れ
程
変
り
な
い
お
寺
で
は
、
そ
の

収
入
の
ほ
と
ん
ど
は
個
人
収
入
に
な
っ
て
し
ま

う
わ
け
で
す
か
ら
、
二
つ
に
分
け
て
観
念
的
に

考
え
ろ
と
い
う
の
も
確
か
に
難
し
い
注
文
な
ん

で
す
ね
。
そ
れ
に
現
実
に
老
僧
が
お
布
施
を
も

ら
う
と
き
に
は
、
宗
教
法
人
の
代
表
役
貝
と
い

う
よ
り
は
、
む
し
ろ
個
人
的
な
僧
侶
と
し
て
と

い
う
意
識
が
強
い
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
そ
ん
な
こ
と
を
い
っ
て
も
は
じ
ま
り

ま
せ
ん
の
で
、
少
く
と
も
収
入
は
全
部
お
寺
の

帳
簿
に
つ
け
て
お
い
て
、
一
方
で
は
住
職
個
人

が
使
っ
た
支
出
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
け
ば
、

後
で
帳
簿
を
整
理
し
直
す
こ
と
が
可
能
な
ん
で

す
。　
困
っ
た
こ
と
に
は
、
お
寺
の
も
の
を
買
う
と

き
も
住
職
の
個
人
的
な
買
物
を
す
る
と
き
も
、

同
じ
小
切
手
を
使
用
す
る
と
い
う
例
が
あ
り
ま

し
た
。
こ
う
し
た
場
合
は
調
査
を
三
年
に
わ
た

っ
て
や
ら
れ
ま
す
と
、
公
私
の
区
別
が
す
っ
か

り
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
わ
か
ら

な
い
か
ら
と
い
っ
て
税
務
署
は
納
税
者
の
有
利

に
は
考
え
て
く
れ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

　
余
裕
が
あ
れ
ば
実
質
的
に
も
給
料
制
と
い
う

こ
と
で
、
口
座
を
別
個
に
し
て
月
々
い
く
ら
と

・
い
う
定
額
を
住
職
や
寺
務
壁
上
者
へ
振
込
む
よ

う
に
し
て
お
く
の
が
一
番
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
一
住
職
の
給
与
の
こ
と
で
す
が
、
税
務
署

　
貝
が
も
う
少
し
た
く
さ
ん
と
り
な
さ
い
と
指

　
導
す
る
例
が
よ
く
あ
る
よ
う
で
す
が
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
は
税
務
署
が
い
う
こ
と
も

無
理
か
ら
ぬ
面
も
あ
る
ん
で
す
。
そ
の
住
職
の

生
活
を
維
持
し
て
い
く
の
に
は
到
底
不
可
能
だ

と
思
わ
れ
る
よ
う
な
低
額
の
給
与
を
計
上
し
て

い
る
場
合
が
必
ず
し
も
少
く
な
い
ん
で
す
。
そ

う
な
る
と
、
他
に
も
収
入
が
あ
る
は
ず
だ
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
調
査
さ
れ
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
た
と
え
ば
あ
が
っ
た
お
供
物
で
生
活
で
き
る

か
ら
と
答
え
ま
す
と
、
税
務
署
の
方
で
は
そ
れ

を
金
額
に
換
算
し
て
明
記
し
ろ
と
い
っ
て
き
ま

す
。　
で
す
か
ら
少
く
と
も
住
職
の
個
人
的
な
生
活

を
維
持
す
る
だ
け
の
給
与
は
得
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
お
寺
か
ら
の
収

入
だ
け
で
な
く
て
も
い
い
ん
で
す
。
一
切
合
切

の
収
入
が
住
職
個
人
の
家
庭
を
維
持
す
る
に
十

分
で
あ
れ
ば
、
寺
か
ら
の
給
与
は
少
く
て
も
文

句
を
い
わ
れ
る
筋
合
で
は
な
く
な
り
ま
す
。

　
そ
の
辺
を
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
れ
ば
、
給
与

の
額
と
い
う
も
の
も
、
自
ず
か
ら
常
識
的
な
線

で
決
っ
て
く
る
ん
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
一
1
前
庭
婦
人
の
意
識
も
大
切
で
す
ね
。

　
そ
う
で
す
ね
。
む
し
ろ
帳
簿
つ
け
は
寺
庭
婦

人
が
や
ら
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
ね
。

こ
れ
か
ら
は
寺
宝
婦
人
を
含
め
て
寺
全
体
で
そ

う
い
っ
た
雰
囲
気
を
つ
く
っ
て
い
く
よ
う
に
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
ね
。

立
入
り
調
査
の
時
、
住

職
は
ど
う
対
処
す
る
か

　
一
と
こ
ろ
で
税
務
署
が
立
ち
入
り
調
査
に

　
き
た
と
き
、
住
職
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う

　
な
対
処
の
仕
方
を
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

　
か
。

　
そ
れ
は
か
っ
て
全
仏
誌
の
法
律
相
談
に
も
書

い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
（
昭
和
五
十
八
年
七
月
）

の
で
簡
単
に
お
答
え
し
ま
す
が
、
一
般
に
お
寺

に
く
る
調
査
と
い
う
の
は
「
任
意
調
査
」
と
い

わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
”
任
意
”
と
い
う
の
は
調

査
さ
れ
る
側
で
拒
絶
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
あ
く

ま
で
も
住
職
の
同
意
を
得
て
調
査
す
る
と
い
う

こ
と
が
前
提
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
調
査
の
申
し
出
が
あ
っ
た
場
合
は
、
延
期
は

で
き
ま
す
の
で
、
ま
ず
自
分
の
都
合
の
い
い
日

を
選
ん
で
下
さ
い
。
そ
れ
か
ら
、
で
き
れ
ば
地

域
の
仏
教
会
の
税
務
に
詳
し
い
人
と
か
、
税
理

士
、
弁
護
士
に
立
ち
会
っ
て
も
ら
う
よ
う
に
す

る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　
1
調
査
を
受
け
た
場
合
は
事
情
に
詳
し
い

　
人
に
相
談
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
と
い
う
こ
と

　
で
す
が
、
全
仏
で
は
長
谷
川
先
生
に
お
願
い

　
し
て
毎
月
第
二
・
第
四
木
曜
日
午
後
一
時
か

　
ら
四
時
ま
で
無
料
法
律
相
談
室
を
開
い
て
い

　
ま
す
。
全
仏
と
し
て
は
こ
の
相
談
室
を
お
お

　
い
に
利
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
、

　
先
生
に
ご
相
談
い
た
だ
く
の
に
何
か
注
意
す

　
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
相
談
日
に
は
四
仏
の
事
務
所
に
詰
め
て
お
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
電
話
（
〇
三
－
四
三

七
－
九
二
七
五
）
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
そ
れ

か
ら
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
相
談

を
う
け
る
側
と
し
て
は
、
や
は
り
来
て
い
た
だ

き
時
間
を
か
け
て
具
体
的
な
実
情
を
お
聞
き
し

な
い
と
、
責
任
あ
る
回
答
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
質
問
に
来
ら
れ
る
と
き
、

関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
書
類
等
を
全
部
持
参
さ

れ
る
こ
と
や
、
自
分
に
不
利
と
思
わ
れ
る
こ
と

も
積
極
的
に
お
話
し
い
た
だ
く
こ
と
な
ど
が
重

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　
1
ま
す
ま
す
宗
教
法
人
へ
の
税
務
問
題
が

　
厳
し
く
な
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
生

　
に
は
、
宗
教
法
人
が
不
本
意
な
ト
ラ
ブ
ル
に

　
巻
き
こ
ま
れ
て
本
来
の
活
動
を
さ
ま
た
げ
ら

　
れ
な
い
よ
う
に
ご
指
導
を
お
願
い
い
た
し
ま

　
す
。
今
日
は
長
時
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

　
し
た
。
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口

天
台
座
主
　
山
　
田
　
恵
　
諦

総
本
山
仁
和
寺
真
言
宗
御
室
派
宗
務
所
罰
　
闘
小
林
隆
仁
繍
殊
総
嚴
石
　
井
　
玄
　
妙
繍
務
部
蹄
市
　
橋
　
真
　
弘
繍
学
部
三
佐
　
藤
　
真
　
栄
鴫
務
部
蹄
石
　
原
　
高
　
喜
華
務
長
手
　
嶋
　
千
　
俊
京
都
市
右
京
区
御
室
大
内
三
三
〒
鵬
　
〇
七
五
（
四
六
一
）
一
一
五
五

U

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
門
　
　
明
大
　
谷
　
光
　
真
総
　
　
長
豊
　
原
　
大
　
潤
総
　
　
務
寺
　
田
　
義
淳
　
同
　
　
藤
音
晃
祐
　
同
　
　
渡
　
辺
　
静
　
波
　
同
　
　
藤
　
井
　
映
　
月
　
同
　
　
浅
　
野
　
秀
　
慶
京
都
市
下
京
区
堀
川
通
花
屋
町
下
ル
本
願
寺
門
前
町
〒
枷
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
五
一
八
一

一
白
＝

天
台
宗
務
庁
宗
務
総
長
清
　
田
　
寂
　
円
鯵
務
部
踏
田
　
中
　
耕
　
順
鯵
務
部
踏
池
　
月
　
孝
　
文
鯵
会
部
踏
北
　
角
　
円
　
澄
鯵
学
部
踏
辻
　
　
　
亮
　
仁
総
務
室
長
即
　
真
　
尊
　
寵
大
津
市
坂
本
本
町
一
七
七
一
－
一
〒
三
三
〇
七
七
五
（
七
九
）
○
〇
二
二

真
言
宗
善
通
寺
派
宗
務
庁
総
本
山
善
通
寺
潴
　
　
振
蓮
　
生
　
善
　
渕
鵜
糟
護
阿
部
本
綴
総
　
　
三
山
　
地
　
善
　
真
香
川
県
善
通
寺
市
善
通
寺
町
　
　
　
　
三
i
三
一
一
〒
描
　
○
入
七
七
（
六
二
）
〇
一
一
一

∴
　
●
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囚

真
言
宗
国
分
寺
派
大
本
山
国
分
寺
座
　
　
　
主
管
　
　
長
西
　
口
　
公
　
教
大
　
僧
　
正
宗
務
総
長
足
　
立
　
有
　
教
寺
務
局
長
合
　
田
　
和
　
教
大
阪
市
大
淀
区
国
分
寺
一
i
六
－
一
八
〒
謝
　
〇
六
（
三
五
一
）
五
六
三
七

東
京
都
仏
教
連
合
会
会
　
　
長
林
　
　
　
亮
　
海
理
事
長
岩
　
崎
　
宗
　
秀
常
務
理
事
　
一
　
同
監
　
　
事
　
一
　
同
事
務
局
長
白
　
川
　
謙
　
敬
東
京
都
世
田
谷
区
松
原
　
　
五
一
四
三
－
三
〇
　
正
法
寺
内
〒
聯
　
〇
三
（
ご
＝
二
）
〇
二
〇
五

冒

真
宗
大
谷
派
宗
務
総
長
古
　
賀
　
制
　
二
参
　
　
碧
山
　
崎
義
　
敬
　
同
　
　
花
　
邑
　
晃
慧
　
　
同
　
　
広
　
川
　
承
観
　
　
同
　
　
上
　
野
　
　
　
諦
　
　
同
　
　
能
　
邨
　
英
　
士
京
都
市
下
京
区
鳥
丸
通
り
七
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
　
常
葉
町
七
五
四
〒
㎜
　
〇
七
五
（
三
七
一
）
九
一
八
一

一
ノ
≡

孝
道
教
団
統
　
　
理
岡
　
野
　
正
　
貫
副
統
理
岡
野
辮
子
横
浜
市
神
奈
川
区
鳥
越
三
八
〒
物
　
〇
四
五
（
四
三
二
）
一
二
〇
一

京
都
府
仏
教
会
京
都
市
仏
教
会
会
　
長
東
伏
見
慈
沿
團
翰
嚴
松
本
大
沼
府
仏
副
会
長
田
　
辺
　
瑚
　
海
市
仏
副
会
長
細
　
井
　
友
　
晋
顧
　
　
問
葉
上
　
照
　
澄
　
同
　
　
小
　
林
　
忍
　
戒
京
都
市
上
京
区
丸
太
町
通
千
本
東
入
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ザ
ー
ビ
ル
ニ
階
〒
㎜
　
〇
七
五
（
八
〇
一
）
二
五
三
七

∴
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回

財
団
法
人
埼
玉
県
佛
教
会
会
　
　
長
山
　
本
　
道
　
隆
副
会
長
江
　
連
　
俊
　
則
　
同
　
　
河
　
野
　
亮
　
永
専
務
理
事
片
　
山
　
秀
　
亮
浦
和
市
高
砂
四
一
＝
二
一
一
八
　
　
　
　
　
　
　
　
埼
佛
会
館
〒
謝
　
〇
四
八
八
（
六
こ
二
＝
二
八

千
葉
県
仏
教
会
会
　
　
長
渡
　
部
　
日
　
皓
理
事
長
土
　
持
　
良
　
栄
千
葉
県
茂
原
市
下
太
田
一
五
六
五
　
　
　
　
　
　
　
　
萬
光
寺
内
〒
㎜
岨
　
〇
四
七
五
（
三
四
）
三
五
八
二

冒
一
！≡

愛
知
県
仏
教
会
購
訴
堀
噺
宇
佐
美
　
諦
　
練
副
会
長
瀬
　
辺
　
淳
　
信
　
同
　
　
江
　
川
　
辰
　
三
　
同
　
　
亀
　
山
　
黙
　
道
名
古
屋
市
東
区
東
桜
二
⊥
六
－
五
一
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
屋
寺
内
〒
姐
　
〇
五
二
（
九
三
一
）
八
一
二
四

和
歌
山
県
仏
教
会
会
　
　
長
中
　
村
　
真
　
渕
副
会
長
竹
　
本
　
義
　
圓
　
同
　
　
徳
　
田
　
武
　
雄
　
同
　
　
前
　
田
　
侑
　
敬
和
歌
山
市
新
和
歌
登
四
一
二
六
　
　
　
　
　
　
　
毘
沙
門
寺
内
〒
脚
　
〇
七
三
四
（
四
四
）
○
〇
三
九

∴
●
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昭和60年1月1日
全　　　　　仏
第三種郵便物認可

口

聖
観
音
宗
金
龍
山
浅
草
寺
宗
務
総
長
大
　
森
　
亮
　
雅
東
京
都
台
東
区
浅
草
ニ
ー
三
－
一
〒
m
　
O
三
（
八
四
二
）
〇
一
八
一

財
団
法
人
国
際
仏
教
興
隆
協
会
名
誉
総
裁
藤
　
井
　
實
　
鷹
理
事
長
巌
　
谷
　
勝
　
雄
　
　
　
　
　
役
　
員
　
一
　
同
東
京
都
目
黒
区
中
目
黒
五
一
二
四
i
五
三
　
　
　
　
　
　
　
　
祐
天
寺
内
〒
鵬
　
〇
三
（
七
一
一
）
七
六
〇
八

浄
　
　
　
土
　
　
　
宗
西
山
深
草
派
宗
務
所
法
　
　
主
伴
　
　
　
義
　
台
宗
務
総
長
山
　
本
　
勝
　
隆
京
都
市
中
京
区
新
京
橋
桜
之
町
四
五
三
　
　
、
一
T
脳
　
〇
七
五
（
二
二
一
）
〇
九
五
八

■卍≡

臨
済
宗
東
福
寺
派
宗
務
総
長
岡
　
平
　
篤
　
道
京
都
市
東
山
区
本
町
一
五
　
　
　
　
　
（
五
三
一
）
五
二
〇
七
〒
働
　
〇
七
五
　
　
　
　
　
（
五
五
一
）
Ω
二
一
二
四

社
団
法
人
全
日
本
仏
教
婦
人
連
盟
理
事
長
山
　
本
　
　
　
杉
　
　
　
　
事
務
局
一
同
事
務
局
東
京
都
豊
島
区
北
大
塚
ニ
ー
一
一
一
　
　
　
　
大
塚
ブ
ラ
ザ
ビ
ル
七
F
〒
蜘
　
〇
三
（
九
一
〇
）
一
二
八
九

∴
0

妙
　
見
　
宗
管
　
　
長
野
　
間
　
秀
　
昭
大
阪
府
豊
能
郡
能
勢
町
野
間
中
七
一
八
〒
鵬
翔
　
〇
七
二
七
（
三
七
）
○
〇
二
八
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本
門
佛
立
宗
本
山
宥
清
寺
講
　
　
有
西
　
村
　
日
　
地
京
都
市
上
京
区
御
前
通
一
条
上
ル
　
　
　
　
　
　
　
東
竪
町
＝
○
〒
㎜
　
〇
七
五
（
四
六
こ
＝
六
六

□

社
団
法
人
日
本
仏
教
保
育
協
会
名
誉
会
長
大
　
谷
　
光
　
照
理
事
長
秋
　
山
　
秀
　
済
副
理
事
長
上
　
村
　
映
　
雄
　
同
　
　
日
　
野
大
　
心
　
同
　
　
田
　
中
　
恵
　
康
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
一
四
〒
鵬
　
〇
三
（
四
三
一
）
七
四
七
五

真
　
理
　
舎
主
　
　
管
友
　
松
　
諦
　
道
東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
三
－
四
⊥
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
田
寺
内
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六
入
三
〒
m
　
O
三
（
二
五
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
四
二

冒
一

1≡

財
団
法
人
日
本
佛
教
紫
野
会
理
事
長
中
　
山
　
冨
　
士
千
代
田
区
神
田
錦
町
一
－
二
一
i
三
〒
m
　
O
三
（
二
九
三
）
九
五
六
四

全
日
本
仏
教
青
年
会
理
事
長
白
　
川
　
元
　
昭
事
務
局
長
立
　
石
　
泰
　
教
会
　
　
計
白
　
井
　
忠
　
雄
守
口
市
佐
太
中
町
七
－
一
〇
九
　
　
　
　
　
　
　
　
　
来
迎
寺
内
〒
珊
　
〇
六
（
九
〇
一
）
〇
三
三
六

∴
O

財
団
法
人
世
界
平
和
同
二
会
理
事
長
宗
教
法
人
中
観
山
同
願
院
昭
和
寺
住
職
　
　
山
　
崎
　
良
　
順
長
野
県
諏
訪
市
霧
ヶ
峰
強
清
　
　
　
　
　
＝
二
三
一
二
八
－
二
七
〒
蹴
　
〇
二
六
六
（
五
三
）
四
四
五
五
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和
宗
総
本
山
四
天
王
寺
管
　
　
長
奥
　
田
　
慈
　
慮
大
阪
市
天
王
寺
区
四
天
王
寺
　
　
　
　
　
　
　
一
1
＝
1
一
八
〒
醐
　
〇
六
（
七
七
一
）
O
Q
六
六

口

文
観
税
に
反
対
し
ま
し
ょ
う
京
都
市
仏
教
会
文
化
観
光
税
対
策
委
員
会
顧
　
　
問
松
本
　
大
　
圓
委
員
長
小
　
林
　
忍
　
馬
副
委
員
長
田
　
原
　
周
　
仁
　
同
　
　
大
島
　
亮
　
準
京
都
市
上
京
区
丸
太
町
通
千
本
東
入
　
　
　
　
　
　
ブ
ラ
ザ
ー
ビ
ル
十
階
〒
㎜
　
〇
七
五
（
八
〇
一
）
二
五
三
七

冒

黄
奨
宗
大
本
山
萬
福
寺
管
　
　
長
村
瀬
　
玄
　
妙
宇
治
市
五
ヶ
庄
三
番
割
三
四
〒
㎝
　
〇
七
七
四
（
三
二
）
三
九
〇
〇
　
℃

大
阪
府
仏
教
会
会
　
　
長
鈴
木
干
珠
副
会
長
増
　
田
　
貞
　
円
　
　
同
　
　
西
　
田
　
亨
　
心
　
　
同
　
　
芳
　
滝
　
直
　
樹
事
務
局
長
小
　
川
　
勝
　
明
　
大
阪
市
浪
速
区
元
町
一
－
一
〇
⊥
二
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉄
眼
寺
内
　
〒
聯
　
〇
六
（
六
四
一
）
四
六
五
〇

兵
庫
県
仏
教
会
会
　
　
三
二
　
西
　
日
　
静
副
会
長
大
　
谷
　
昭
　
世
　
　
同
　
　
井
　
上
　
紀
　
生
事
務
局
長
円
　
成
　
淳
　
龍
巻
　
　
務
小
　
西
　
下
龍
庶
　
　
務
有
　
原
　
仁
龍
財
　
　
務
青
柳
泰
　
見
　
神
戸
市
兵
庫
区
松
本
通
三
⊥
－
四
〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
華
寺
内
〒
棚
　
〇
七
八
（
五
二
一
と
六
六
八

一
’
≡

真
言
宗
大
覚
寺
派
大
本
山
大
覚
寺
京
都
市
右
京
区
嵯
峨
大
沢
面
影
〒
鵬
　
〇
七
五
（
入
七
一
）
○
〇
七
一

ア
ジ
ア
仏
教
徒
平
和
会
議
一
本
軒
ン
屠
壬
　
生
　
照
　
順
事
務
局
長
　
松
　
　
井
　
　
勝
　
　
重
東
京
都
台
東
区
元
浅
草
一
－
一
七
－
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
華
蔵
院
内
〒
m
　
O
三
（
八
四
四
）
三
六
四
八

∴
●

真
言
宗
中
山
寺
派
大
本
山
中
　
山
　
寺
宝
塚
市
中
山
寺
二
の
一
一
の
一
〒
鰯
　
〇
七
九
七
（
八
六
）
六
五
一
七
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大
本
山
　
護
国
寺
貫
　
　
首
回
　
林
良
　
弘
東
京
都
文
京
区
大
塚
五
－
四
〇
一
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
七
六
四
〒
皿
〇
三
（
九
四
一
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〇
七
六
五

目

浄
土
宗
総
本
山
知
恩
　
院
門
　
　
跡
藤
　
井
　
實
鷹
執
事
長
寺
本
　
哲
　
榮
　
　
　
　
　
内
　
局
　
一
　
同
京
都
市
東
山
区
林
下
町
四
〇
〇
〒
晒
　
〇
七
五
（
五
三
一
）
二
一
二

大
本
山
高
尾
山
薬
王
院
貫
　
　
主
山
　
本
　
秀
　
順
東
京
都
八
王
子
市
高
尾
町
二
一
七
七
〒
鵬
　
〇
四
二
六
（
六
一
）
一
一
一
五

U

真
言
宗
智
山
派
大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺
貫
　
　
主
高
　
橋
　
隆
　
天
院
　
　
代
茂
　
木
　
隆
　
応
総
　
　
務
馬
　
本
　
克
　
美
執
　
　
事
原
　
　
　
隆
　
二
心
常
　
　
務
小
　
林
　
俊
　
一
川
崎
市
川
崎
区
大
師
町
四
－
四
八
〒
㎜
　
〇
四
四
（
二
六
六
）
三
四
二
〇

十三

日
光
山
輪
王
寺
門
　
　
跡
柴
　
田
　
昌
　
源
執
事
長
鈴
　
木
　
常
　
俊
栃
木
県
日
光
市
山
内
二
三
〇
〇
〒
捌
遡
〇
二
八
八
（
五
四
）
〇
五
コ
＝

∴
　
●

大
本
山
　
池
上
本
門
寺
貫
　
　
首
金
　
子
　
日
　
威
東
京
都
大
田
区
池
上
一
一
一
一
一
〒
燭
　
〇
三
（
七
五
二
）
二
三
一
一
＝

関
山
中
尊
寺
貫
　
　
主
多
　
田
　
厚
　
隆
岩
手
県
西
磐
井
郡
平
泉
町
三
関
〒
㎜
期
〇
一
九
一
（
四
六
）
二
一
＝
一
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回

U

真
言
宗
豊
山
派
総
本
山
長
谷
寺
化
　
　
主
勝
　
又
　
俊
　
教
事
務
長
門
　
屋
　
大
　
寿
法
務
執
事
　
寺
　
沢
　
三
章
総
務
執
事
　
梅
　
沢
　
栄
　
好
教
務
執
事
佐
　
藤
　
智
　
仙
財
務
執
事
蓮
　
　
　
俊
　
孝
幻
惑
出
賑
吉
　
野
　
孟
彦
奈
良
県
桜
井
市
初
瀬
七
三
一
一
一
〒
藩
士
〇
七
四
四
四
（
七
）
七
〇
〇
一

卍≡

西
新
井
大
師
総
　
　
持
　
　
寺
東
京
都
足
立
区
西
新
井
一
⊥
五
⊥
〒
鵬
　
〇
三
（
八
九
〇
）
二
三
四
五

∴
●

　
グ
ァ
バ
は
和
名
「
蕃
拓
榴
又
は
バ
ン
ジ

ロ
ロ
ウ
」
と
よ
ば
れ
、
漢
方
で
は
古
来
よ

り
不
老
長
寿
の
妙
薬
と
し
て
珍
重
さ
れ
て

き
た
。
糖
尿
病
は
イ
ン
ド
、
中
国
、
ア
ラ

ビ
ア
で
古
く
か
ら
尿
に
甘
味
が
あ
る
と
判

っ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
よ
り
古
く
か
ら

知
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
こ
の
地
方
で

は
古
来
よ
り
グ
ァ
バ
を
不
老
長
寿
の
妙
薬

と
し
て
新
芽
や
未
熟
な
果
実
を
お
茶
に
し

て
飲
み
、
糖
尿
病
や
リ
ウ
マ
チ
等
の
治
療

に
用
い
て
い
た
。

　
妙
薬
と
い
え
ば
い
か
に
も
神
秘
的
に
聞

こ
え
る
が
、
そ
れ
は
昔
の
事
で
あ
っ
て
、

グ
ァ
バ
茶
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ

ば
左
記
の
と
こ
ろ
迄
。

　
〔
東
日
本
〕
〒
一
六
二
東
京
都
新
宿

　
区
西
五
軒
町
一
四
ミ
ナ
ト
ビ
ル
五
F

　
T
E
L
O
三
一
二
三
五
i
一
五
五
一

　
（
代
表
）

　
〔
西
日
本
〕
〒
七
三
〇
広
島
市
東
区

　
矢
賀
新
町
四
－
二
一
三
三
新
矢
賀
ビ

　
ル
四
F

　
T
E
L
O
ハ
ニ
ー
二
八
ニ
ー
一
二
三

　
二
（
代
表
）

　
○
ハ
ニ
ー
二
八
五
1
0
五
八
八

驚
異
の
グ
ァ
バ
茶
健
康
去

　
　
　
グ
ァ
バ
茶
で
糖
尿
病
、

　
　
　
・
　
圧
、
神
経
痛
、

現
代
科
学
で
調
査
し
た
結
果
、
糖
尿
病
、

高
血
圧
、
低
血
圧
、
神
経
痛
が
治
る
こ
と

が
は
っ
き
り
し
た
。

　
前
述
の
諸
病
が
治
っ
た
実
例
を
あ
げ
る

に
は
枚
挙
の
暇
が
な
い
。
非
常
に
多
く
の

方
々
が
グ
ァ
バ
茶
に
よ
っ
て
治
っ
て
お
ら

れ
る
。
特
に
糖
尿
病
に
効
果
が
著
し
く
、

糖
尿
昏
睡
の
よ
う
な
場
合
を
除
い
て
、
グ

ァ
バ
茶
に
よ
る
治
癒
例
が
多
い
。

　
熊
本
医
大
卒
、
東
洋
医
学
研
究
所
所
長

　
名
和
ク
リ
ニ
ッ
ク
所
長
　
名
和
和
成

　
　
　
　
　
　
　
、
マ

　
　
　
　
高
血
圧
、
低
血

リ
ウ
マ
チ
は
治
る
！

　
　
全
国
グ
ァ
バ
株
式
会
社

　
特
別
価
格

二
二
五
〇
円
（
送
料
込
み
）

四
〇
〇
〇
円
（
送
料
込
み
）

三
g
X
四
〇
パ
ッ
ク
定
価
四
五
〇
〇
円
を

三
9
×
八
○
パ
ッ
ク
定
価
八
○
○
○
円
を

　
四
〇
〇
パ
ッ
ク
以
上
御
愛
飲
下
さ
っ
て

御
満
足
い
た
だ
け
な
い
場
合
は
代
金
を
返

却
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
全
国
糖
尿
高
血
圧
撲
滅
運
動
協
議
会
推

奨
品

一15一
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こ
の
一
年
余
、
布
教
だ
、
伝
道
だ
と
飛
び

廻
る
宗
門
人
と
行
動
を
共
に
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
こ
の
実
践
を
通
し
て
、
　
”
伝
道
者

と
い
わ
れ
る
者
は
、
自
ら
が
求
道
者
で
あ
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
”
と
い
う
こ
と
を
痛
切
に
感
じ

た
も
の
で
あ
る
。

　
常
に
己
の
身
辺
を
点
検
し
精
進
す
る
仏
教

者
の
日
常
の
中
に
こ
そ
活
動
の
基
盤
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
更
に
こ
ん
な
疑
問

も
抱
い
た
。
そ
れ
は
伝
道
者
と
大
衆
と
、
ど

ち
ら
が
信
仰
心
が
篤
い
か
と
い
う
問
題
で
あ

る
。
往
々
に
し

て
伝
道
者
よ
り

大
衆
の
方
が
信

仰
心
が
篤
い
の

で
は
な
い
か
と

い
っ
た
疑
問
。

そ
う
し
た
場
合

の
伝
道
者
の
虚

飾
の
問
題
。

　
教
義
の
伝
達
、

布
教
者
自
身
と
他
に
対
す
る
心
の
い
た
わ
り

が
そ
の
基
盤
に
な
る
。
人
の
世
の
身
体
の
ハ

ン
デ
ィ
も
、
経
済
的
ハ
ン
デ
ィ
、
知
能
の
ハ

ン
デ
ィ
と
い
っ
た
も
の
も
心
の
い
た
わ
り
と

い
っ
た
宗
教
者
の
心
の
到
達
度
に
よ
っ
て
解

消
さ
れ
る
と
心
が
け
る
べ
き
で
あ
る
。

　
い
た
わ
り
は
、
人
に
、
物
に
、
草
木
に
：
ザ

…
…
と
い
っ
た
心
の
や
さ
し
さ
が
、
あ
ら
ゆ

る
人
間
の
生
き
方
の
中
で
必
要
で
あ
る
。
教

化
者
自
ら
が
、
悩
み
、
傷
つ
く
こ
と
が
求
道

生
活
の
起
点
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う

そ
同
和
問
題
と
取
り
組
む
宗
教
者
の
基
本
姿

勢
で
あ
ろ
う
。

　
現
代
の
仏
教
々
団
の
構
成
貝
た
る
僧
侶
は
、

受
戒
得
度
を
経
て
僧
籍
に
登
録
さ
れ
て
出
家

者
と
な
る
。
法
的
に
も
明
治
の
初
め
、
肉
食
．

妻
帯
・
蓄
髪
等
文
明
開
化
の
風
潮
と
共
に

人
と
し
て
の
人
権
と
し
て
認
め
ら
れ
、
多
く

の
仏
教
者
は
こ
の
流
れ
の
中
に
在
家
的
出
家

者
と
し
て
振
舞
う
こ
と
が
許
さ
れ
て
き
た
。

同
時
に
ま
た
、
寺
院
生
活
の
家
庭
化
は
寺
院

そ
の
も
の
の
世
襲
化
と
い
う
歩
み
を
生
み
出

経
典
の
解
説
と
い
っ
た
布
教
実
践
は
多
く
の

場
合
、
そ
の
姿
勢
を
固
定
化
硬
直
化
さ
せ
る

傾
向
に
陥
る
と
言
わ
れ
る
。
布
教
者
の
信
心

が
、
信
者
の
そ
れ
に
劣
る
場
合
は
、
自
ら
の

心
の
醜
く
さ
を
堂
々
と
曝
け
出
す
勇
気
が
必

要
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
回
避
す
る
よ
う
だ
っ

た
ら
、
信
者
の
人
権
も
護
れ
な
い
し
、
自
ら

の
人
権
も
地
に
落
ち
る
。

　
如
来
の
前
に
ひ
れ
伏
す
と
き
、
伝
道
者
も

大
衆
も
平
等
に
信
仰
の
物
さ
し
が
当
て
ら
れ

る
。
信
仰
心
の
到
達
度
と
い
う
物
さ
し
は
、

1
1
教
化
と
伝
道
の
中
の
人
権
啓
発
1
1

川
田
画
定
（
全
仏
同
和
委
員
真
言
宗
豊
山
派
）

い
う
意
味
で
真
の
求
道
者
こ
そ
真
の
教
化
者

た
る
資
格
を
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
た
い
。

　
大
衆
に
対
し
、
五
戒
十
善
行
を
求
め
る
仏

教
者
自
身
の
日
常
は
ど
う
だ
ろ
う
と
い
う
問

題
が
出
て
く
る
。
初
歩
的
な
戒
律
も
守
れ
な

い
仏
教
者
も
多
い
昨
今
で
あ
る
。

　
山
号
を
唱
え
て
山
の
城
に
住
む
寺
院
仏
教

者
の
心
に
は
”
上
か
ら
下
へ
の
”
の
伝
道
意

識
と
行
動
の
発
想
が
芽
生
え
、
自
然
と
そ
の

人
の
属
性
と
な
る
。
同
じ
眼
の
高
さ
で
こ
そ

豊
か
な
人
間
関
係
の
基
盤
が
あ
り
、
こ
れ
こ

し
、
寺
院
の
私
有
化
の
波
は
教
団
活
動
そ
の

も
の
の
枯
渇
の
一
因
と
も
な
っ
て
い
る
と
い

わ
れ
る
。
ま
た
一
方
、
教
団
自
身
も
出
家
教

団
か
ら
在
家
教
団
に
変
貌
し
”
家
を
出
て
、
家

に
入
る
”
と
い
っ
た
矛
盾
の
息
吹
の
中
に
居

る
の
が
現
実
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
寺
院
背
景
は
、
果
し
て
真
の
求

道
者
を
生
む
素
地
た
り
得
る
か
の
疑
問
が
出

て
く
る
の
は
当
然
で
あ
る
。

　
仏
教
者
は
所
詮
、
行
雲
流
水
、
身
に
ま
と

う
法
衣
は
旅
の
し
と
ね
、
托
鉢
巡
行
の
姿
こ

そ
真
の
仏
教
者
の
姿
と
、
折
り
に
ふ
れ
て
の

反
省
の
要
が
あ
ろ
う
。
同
じ
視
点
で
い
う
な

ら
ば
、
堂
の
荘
厳
と
か
、
法
衣
の
絢
欄
は
、

知
性
と
感
性
の
宗
教
と
い
わ
れ
る
密
教
の
一

要
件
に
は
違
い
な
い
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ

て
法
衣
に
包
ま
れ
た
人
間
そ
の
も
の
の
本
性

的
な
も
の
が
喪
失
さ
れ
る
と
し
た
ら
。
平
た

く
い
え
ば
、
法
衣
の
着
脱
に
よ
り
人
間
の
値

打
ち
が
変
わ
る
と
す
れ
ば
大
変
な
こ
と
で
あ

る
。
何
と
し
て
も
、
裸
の
求
道
者
意
識
を
持

ち
つ
づ
け
る
こ
と
が
、
大
衆
の
中
に
生
き
つ

づ
け
る
こ
と
の
で
き
る
仏
教
者
の
要
件
で
あ

ろ
う
。
檀
家
の
少
な
い
田
舎
寺
院
の
住
職
が
、

葬
送
に
当
っ
て
、
在
り
し
日
の
故
人
を
彷
彿

さ
せ
る
表
白
文
を
読
む
場
面
こ
そ
伝
道
者
そ

の
も
の
の
姿
と
い
っ
て
良
い
。

　
宗
祖
信
仰
を
標
榜
す
る
現
代
宗
門
に
と
っ

て
、
宗
祖
に
関
す
る
研
究
は
、
多
く
の
先
覚

者
に
よ
っ
て
吾
人
の
前
に
あ
る
も
の
の
、
と

も
す
れ
ば
絶
対
的
存
在
と
し
て
聖
域
化
す
る

傾
向
が
な
い
訳
で
は
な
い
。
同
和
問
題
と
の

関
わ
り
の
中
で
今
回
の
よ
う
な
”
性
霊
集
”

に
関
す
る
問
題
提
起
が
あ
る
の
も
不
思
議
な

こ
と
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
私
達
は
布
教
伝
道
の
原
点
を
、
自
分
自
分

の
体
で
、
確
め
て
か
か
る
用
意
と
意
欲
が
必

要
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
全
日
仏
同
和
委

員
会
の
同
志
的
結
集
に
参
加
し
て
い
る
。

　
訂
正
　
筆
者
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り
、
十

二
月
号
五
頁
の
本
欄
三
段
目
の
〈
部
落
民
の
〉

と
い
う
言
葉
を
抹
消
し
ま
す
。
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し

病
院
伝
道
で
き
る
僧
を

　
正
月
を
”
冥
土
の
旅
の
一
里
塚
”
と
う
け

と
め
る
こ
と
は
、
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
無
に
帰
る
と
い
う
原
理
原
則
の
受

容
が
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
が
正
月
と
い
う
、

大
自
然
の
生
命
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
こ
と
を

実
感
で
き
る
と
き
の
も
の
だ
け
に
、
人
間
存

在
が
仏
性
と
か
法
性
と
か
い
わ
れ
る
存
在
の

・
－
・
　
本
質
に
つ
つ
ま
れ
て
い
る
こ
と

、
劉
嚢
　
　
朧

　
　
　
　
　
を
実
感
で
き
、
お
ち
つ
い
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
O

・
縷
耀

け
る
の
で
あ
ろ
う

　
　
　
　
○

　
昨
秋
、
死
の
臨
床
研
究
の
一

助
と
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
の
ひ
と

つ
に
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

　
〈
た
ま
し
い
〉
　
〈
あ
の
世
〉

あ
る

な
い

浄
土A
タ
イ
プ

無
に
帰
る

X
タ
イ
プ

　
　
　
　
　
　
こ
の
た
ま
し
い
の
あ
る
な
し

と
、
あ
の
世
を
感
覚
的
に
浄
土
と
み
る
か
、

無
に
帰
る
と
う
け
と
る
か
の
問
に
は
、
強
い

相
関
関
係
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
宗
教
へ
の
関
わ
り
意
識
や
、
共

感
、
あ
の
世
と
い
う
こ
と
ば
へ
の
共
感
度
、

人
生
へ
の
満
足
度
、
死
者
と
の
心
理
的
つ
な

が
り
度
な
ど
で
は
A
の
方
が
強
か
っ
た
。

　
逆
に
、
仏
教
的
野
を
聞
く
回
数
、
仏
教
教

理
へ
の
理
解
度
、
自
己
の
死
に
お
い
て
自
分

の
仕
事
に
よ
っ
て
自
分
を
納
得
さ
せ
る
、
あ

る
い
は
、
臓
器
提
供
へ
の
積
極
性
な
ど
で
は

X
タ
イ
プ
が
強
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
A
タ
イ
プ
は
檀
信
徒
的
で
あ
り
老
人
に
多

い
。
X
タ
イ
プ
は
参
禅
会
々
員
で
あ
り
中
年

に
多
い
。
．
A
タ
イ
プ
は
あ
の
世
な
ど
の
存
在

の
超
越
性
に
同
化
し
や
す
い
よ
う
に
見
え
る

が
、
基
本
的
に
は
土
着
的
で
、
恐
怖
心
に
お

ち
い
り
や
す
く
、
論
理
的
な
人
生
観
に
な
っ

て
い
な
い
。
X
タ
イ
プ
は
自
然
な
ど
に
同
化

す
る
姿
勢
を
欠
如
し
て
い
る
が
、
自
己
凝
視

と
信
念
が
あ
る
て
い
ど
で
き
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
傾
向
が
わ
か
っ
た
。
こ
れ

に
浄
土
真
宗
の
教
化
の
い
き
と
ど
い
た
門
徒

も
調
査
で
き
る
と
、
檀
信
徒
教
化
の
方
向
が

は
っ
き
り
し
て
く
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

　
「
病
気
は
病
気
に
任
す
」
と
い
う
こ
と
ば

で
自
己
の
闘
い
と
死
を
受
容
し
て
い
っ
た
老

社
長
が
い
た
。
そ
こ
に
は
存
在
の
本
質
と
自

己
の
現
実
と
が
か
み
あ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う

と
思
う
。

　
　
　
　
○

　
死
の
臨
床
現
場
で
、
よ
り
よ
き
生
の
お
わ

り
を
か
ざ
る
た
め
に
、
タ
ー
ミ
ナ
ル
・
ケ
ア

が
一
段
と
要
求
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
仏
教

者
が
臨
床
と
歯
車
を
か
み
あ
わ
せ
、
哲
学
的

観
念
を
お
し
つ
け
る
の
で
は
な
く
、
患
者
自

ら
が
考
え
、
よ
ろ
こ
び
、
感
謝
し
て
受
容
し

て
い
く
よ
う
に
共
に
考
え
る
手
助
け
が
必
要

で
あ
る
。
そ
ん
な
実
践
的
宗
教
者
を
育
て
な

け
れ
ば
な
る
ま
い
。

　
　
　
　
（
文
化
専
門
委
員
・
中
野
東
禅
）

醗
つ
お
ま

．
饗
灘
難
．
講
灘
纒
麟

轡斗灘餐1懸腕甑讐驚勘餐讐轡暴灘警：

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
糞
欝
．
難
羅
欝
教
餌
や

一
広
く
統
闇
七
て
ご
利
用
下
さ
い
一

　
花
ま
つ
り
の
行
事
は
年
々
盛
大
に
行
な
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
全
国
的
に
浸
透
せ

し
め
る
た
め
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
写
真
の

よ
う
な
統
一
し
た
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
、
広
く

ご
利
用
頂
け
る
よ
う
頒
布
し
て
お
り
ま
す
。

　
明
る
い
春
の
野
に
静
か
に
立
っ
て
、
天
と

地
を
さ
す
お
釈
迦
さ
ま
の
姿
は
、
見
る
人
の

心
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
下
記
の
要
領
に
て
頒
布
い
た
し
ま
す
の
で

各
県
仏
、
郡
市
仏
、
各
寺
院
、
幼
稚
園
、
保

育
園
な
ど
で
広
く
ご
利
用
下
さ
い
。

　
◎
サ
イ
ズ
　
七
四
穂
・
×
五
二
袖
・

　
◎
定
　
価
　
一
枚
　
百
円

　
　
　
送
料
実
費

　
◎
申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
i
七

　
　
　
　
　
　
一
四
　
全
日
本
仏
教
会
文
化

　
　
　
　
　
　
部
花
ま
つ
り
係

　
凝
送
付
に
時
間
の
か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。
毎

年
ギ
リ
ギ
リ
の
申
込
み
で
四
月
八
日
に
間
に

合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
…
…
。
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全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和60年1月1日

全
ム
の
常
務
理
事
会

予
算
な
ど
二
議
案
を
審
議

　
全
仏
の
常
務
理
事
会
は
、
十
一
月
二
十
日
午

後
一
時
か
ら
、
東
京
の
明
照
会
館
会
議
室
で
開

催
さ
れ
た
。
議
長
に
阿
部
理
事
長
、
議
事
録
署

名
委
員
に
高
藤
法
雄
、
江
連
俊
則
の
両
師
を
選

ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　
議
案
第
一
号
「
昭
和
六
十
年
度
予
算
（
案
）

の
大
綱
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
野
田
総
務
局
長
、
川
井
事
務
次
長
か
ら
上
程
。

活
発
な
質
疑
応
答
の
後
、
事
務
局
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

　
議
案
第
二
号
「
本
会
の
目
的
、
事
業
、
構
成

等
を
改
革
す
る
た
め
の
委
貝
会
設
置
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
る
件
」

　
野
田
総
務
局
長
か
ら
上
程
。
こ
の
よ
う
な
主

旨
の
委
員
会
設
置
に
つ
い
て
各
出
席
者
か
ら
賛

成
意
見
が
述
べ
ら
れ
、
次
回
の
理
事
会
に
設
置

承
認
を
求
め
る
議
案
を
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。　
報
告
事
項

　
①
寄
付
金
の
納
入
状
況
に
つ
い
て

　
②
税
制
セ
ミ
ナ
ー
に
つ
い
て

　
③
第
三
＋
一
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
つ
い
て

　
④
常
務
理
事
と
同
和
委
員
に
よ
る
懇
談
会
に

　
　
つ
い
て

　
⑤
ハ
ワ
イ
日
本
人
旧
約
移
民
百
年
祭
と
日
米

　
　
仏
教
徒
交
流
大
会
に
つ
い
て

　
⑥
ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会
報
告

⑦
第
＋
七
回
日
本
仏
教
文
化
会
議
に
つ
い
て

⑧
第
二
回
全
日
本
仏
教
会
囲
碁
大
会
に
つ
い

　
て
各
、
局
長
部
長
か
ら
報
告
。

機
構
検
討
委
員
会
開
く

　
　
　
　
　
最
終
答
申
案
の
作
成
へ

　
第
八
回
事
務
総
局
機
構
検
討
委
員
会
は
、
十

一
月
二
十
八
日
午
後
一
時
か
ら
、
明
照
会
館
会

議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
矢
萩
事
務
総
長
挨
拶
の
後
、
協
議
に
入
り
、

局
長
職
の
あ
り
方
、
負
担
金
の
額
と
出
向
職
員

の
関
連
性
、
組
織
部
の
性
格
等
に
つ
い
て
各
委

員
か
ら
発
言
が
相
次
ぎ
、
結
局
、
二
局
長
（
次

長
）
・
七
部
長
と
い
う
体
制
の
試
案
を
、
次
回
ま

で
に
事
務
局
で
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
な
お
、
次
回
の
委
員
会
で
最
終
答
申
案
を
作

成
し
、
一
月
二
十
九
日
の
理
事
・
評
議
員
会
へ

は
か
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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一

甲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

全一主催の

囲碁大会
いよいよ来月8日

奮ってご参加を

刀
口
内
μ
　
、

　
参
加
希
望
の
方
は
、
A
（
五
段
以
上
）
、
B

（
三
・
四
段
）
、
C
（
初
・
二
段
）
、
D
（
一
級

以
下
）
、
E
（
五
級
以
下
）
の
ク
ラ
ス
を
選
ん

で
全
仏
文
化
部
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

月
　
日
　
行

美
璽
螺
擾
局
　
録
募
≦

　
　
　
　
　
　
　
1
（
十
二
月
）
1

三
日
　
局
内
会
議

　
　
　
全
仏
大
会
反
省
会

四
日
　
日
本
ネ
パ
ー
ル
協
会
祝
賀
会
出
席

五
日
　
世
界
人
権
苫
旦
言
集
会
札
幌
大
会
参
加

五
～
十
二
日
　
イ
ン
ド
日
本
寺
医
療
施
設

　
　
　
　
　
　
落
慶
法
要
参
列

七
日
　
自
民
党
と
の
会
談

　
　
　
税
務
に
関
す
る
宗
務
総
長
懇
談
会

　
　
　
宗
教
法
人
セ
ミ
ナ
：
（
千
葉
）

発
行
人
矢
萩
信
顕

　
　
　
　
　
・
　
3
甲

　
八
日

＋
三
日

十
四
日

＋
七
日

十
九
日

二
＋
日

二
＋
一
日

世
界
入
権
宣
言
集
会
東
京
大
会
参
加

都
制
成
道
会
出
席

法
律
相
談
室

ブ
デ
ィ
ス
ト
ク
ラ
ブ
成
道
会
出
席

宗
政
研
と
の
懇
談
会

自
宗
連
理
事
会

常
務
理
事
と
同
和
委
員
の
懇
談
会

ハ
ワ
イ
仏
教
連
盟
と
の
打
合
せ
会

機
構
検
討
委
員
会

ル
ン
ビ
ニ
ー
総
務
部
会

局
内
会
議

日

時

会
　
　
場

参
加
資
格

参
加
費

競
技
方
法

審
　
　
判

申
込
締
切

昭
和
六
十
年
二
月
八
日
（
金
）

午
前
十
時
置
受
付
九
時
）

日
本
棋
院
（
東
京
・
市
が
谷
）

全
仏
加
盟
団
体
所
属
の
僧
侶

一
万
円
（
懇
親
会
費
等
含
む
）

オ
ー
ル
互
先

坂
田
栄
男
日
本
棋
院
理
事
長

増
淵
辰
子
六
段

昭
和
六
十
年
一
月
二
十
日
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皿
　
　
◇
訂
正
◇
　
　
　
　
　
　
　
｝

へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
　
本
誌
十
二
月
号
の
立
仏
大
会
の
記
事
に
お
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
き
ま
し
て
、
〈
知
恩
院
〉
の
学
名
を
誤
っ
て
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
掲
載
い
た
し
ま
し
た
。
つ
つ
し
ん
で
お
詫
び
｝
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｝
し
　
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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浅草通り五鳳会加盟店
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